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はじめに
クラウドは未来の技術ではなく、当たり前の存在になっています。

2021年にはパンデミックが原因で、オンライン限定の事業へ軸足を移す企業が多数確認されました。ま
た、レストランなど従来の実店舗によるビジネスから、オンラインで注文と配送を処理するようになった例
も見られます。こうしたビジネスの要がクラウドです。不安定で予測できない市場の浮き沈みへの対応に必
要なクラウドの拡張性をさまざまな企業が評価し、やがては依存するようになりました。

2022年が始まって数か月が経ちましたが、この傾向は続いています。もはやパンデミックは対処法のない
未知の存在ではなくなりましたが、世界的な終息にはほど遠い状況です。クラウドが単に不確定な世界でサ
ービスを提供するための便利な代替手段にとどまらず、継続的に柔軟性を維持する上で欠かせない存在であ
ることを、パンデミックは思い出させてくれます。

グローバルなサプライチェーンの問題、サイバーセキュリティの脅威、不安定な国際情勢に直面する中で、
クラウド化に向けたビジネス変革は企業にとっての最優先事項です。こうした環境で柔軟性とレジリエンス
を確保するため、規模と業種を問わずクラウドへの移行が行われています。特に中小企業では、ワークロー
ド移行、データストレージサービス、クラウドネイティブなアプリケーション開発に対応する目的でクラウ
ドインフラサービスへの投資が加速しています。

Denodoグローバルクラウド調査2022では、業種もクラウド化への取り組みの進捗もさまざまな150以上の
組織を調査しました。

調査の目的は、各企業の課題、クラウド化の動機、クラウド化に何を期待するかを把握することです。ま
た、データ統合、データ管理、アナリスティクスワークロードにどのようなクラウドテクノロジーを利用し
ているかも調査対象です。さらに、現在実行中の取り組みと、将来計画している取り組みにどのような種類
があるかも調査しています。回答者はクラウドテクノロジーとクラウドサービスの潜在顧客であるため、評
価と選定の基準、好み、購買プロセスにも着目しました。

想定通り、2022年の調査ではクラウドテクノロジーが広く普及していることが確認されました。また、レ
ポート機能、ダッシュボード機能、セルフサービスによるデータアクセス機能への関心が高まっています。
このことから、すでにベンダーの選定とクラウド移行は完了しており、取り組みの重点がどうやって適切な
情報を適切な相手に適切な時間で提供するかに移っていると考えられます。その目的は、非常に予測が難し
いビジネス環境で自社の重要ニーズを満たすためクラウドの新たな能力を活用できるようになることです。
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主な結論

クラウドテクノロジーは現代のデータインフラの基本要素に進化しました。企業の現在の関心は、新たなクラウドシステムを
上手く利用して自社のデータを最大限活用することです。Denodoグローバルクラウド調査2022の調査結果から得られた重要
な洞察を以下に示します。

クラウドの急速な導入が続いています。その背景には、パ
ンデミックによって変化したデータの利用・配信形態が当
たり前の存在になったため、クラウドテクノロジーへの関
心が持続している現状があります。大半の企業が何らかの
形でクラウド活動に取り組んでいるため、今年の調査では
「様子見」の企業が大幅に減少しました。また、54%の回
答者がクラウド導入の成熟度を「中級」または「上級」と
回答しており、多くの企業がかなりの成熟を達成していま
す。

最も多いデプロイモデルはハイブリッドクラウドの37.5%
で、3年連続の首位となりました。この結果はクラウドテ
クノロジーを導入するとしても、オンプレミスシステムが
使われずに放置されることはないという事実を示すもので
す。テクノロジー環境が変化する中でもオンプレミスシス
テムを簡単に廃止しないのは、法規制への準拠といった納
得のいく理由が多数存在するためです。論理データファブ
リックのような最新のデータ管理アプローチを使用する
と、レガシーシステムをシームレスに順応させ、クラウド
システムと併用できるようになります。	 	

クラウド市場では長年Microsoft	AzureとAmazon	Web	
Service（AWS）が他を圧倒しています。2020年と2021年
にはAzureがAWSをわずかに上回りましたが、今年はAWS
が首位を奪還しました。

クラウド刷新に取り組む際のIT部門の役割が変化していま
す。昨年はクラウドプロバイダーの選定と移行管理が主な
仕事でした。しかし今年は、組織のクラウドシステムを次
のレベルへ導くべく訓練を受けています。これにより、セ
ルフサービスによるデータアクセスが、ビジネス関係者に
とって身近な機能となるでしょう。調査結果が示す通り、
クラウドテクノロジーの2大ユースケースは、「レポートと
ダッシュボード」および「セルフサービスBIとアドホック
分析」です。

今年の調査では、クラウドベースのデータウェアハウス、
データレイク、レイクハウスが最多の取り組み（48.2%）
と最多のユースケース（57.3%）となり、重要な位置を占
めました。明らかに、重要ワークロードのクラウド移行が
完了した後は、多くの企業が新しいデータの保存先を探し
てからデータの収集を開始しているのです。

調査対象の企業について

本調査ではさまざまな業界の150社以上を調査しました。たとえば、ソフトウェア/IT、金融サービス、ヘルスケアなどの業種
が含まれます（回答者の属性の内訳は『調査手法』セクションをご覧ください）。また、回答者の役職はクラウド/データアー
キテクト（25%）、諸々のエンジニアリング職（12.55%）、経営幹部（11.31%）などです。その他にも、データサイエン
ス、ビジネスアナリスト、ライン部門のリーダーといった役職から回答がありました。

設問の最初のセクションでは、プロバイダーとデプロイモデルの選択に関して、調査対象企業の基本的な特徴を明らかにしま
す。また、調査対象企業が導入サイクルのどの段階にあるかや、クラウドテクノロジーの購買プロセスにおける各回答者の役
割についても調査します。
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データ統合、データ管理、デ	
ータアナリティクスでのクラウ

ド利用

4
主な取り	
組み

3
導入、動	
機、課題

2
デプロイ、プロバ
イダー、IT部門

の役割

1
データ駆動型	
企業への壁

5

選択したクラウドプロバイダー

引き続き、Microsoft	AzureとAmazon	Web	Service（AWS）が大差をつけて市場を支配していま
す。ただし、過去2年はAzureがAWSをわずかに上回っていましたが、今年はAWSがシェアを伸ばし
Azureを引き離しました。また、今年はGoogle	Cloud	Platform（GCP）のシェアが2021年の14.9%
から8.3%に後退しています。対照的にAlibabaは、2021年の1.4%から3.6%にシェアを伸ばしまし
た。

クラウドデプロイ、クラウドプロバイダ
ー、IT部門の役割1

Amazon	Web	Services	(AWS)

Microsoft	Azure

その他

Google	Cloud	Platform	(GCP)

Alibaba	Cloud

Oracle	Cloud

IBM	Cloud

Tencent

主要クラウドプロバイダー

44 .64º%

26 .19%

11 .31%

8 .33%

3 .57%

2 .98%

1 .7º9%

1 .19%

主要クラウドプロバイダー（2021年	vs	2022年）
2021 2022

Amazon	Web	Services	(AWS)

Microsoft	Azure

Google	Cloud	Platform	(GCP)

その他

Alibaba	Cloud

Oracle	Cloud

IBM	Cloud

Tencent

28 .79%
44 .64%

36 .36%
26 .19%

16 .67%
8 .33%

9 .85%
11 .31%

0 .76%
3 .57%

3 .03%
2 .98%

1 .19%

4 .55%
1 .79%
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データ統合、データ管理、デ	
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データ駆動型	
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2020年から引き続き、
デプロイモデルとして
はハイブリッドクラウ
ドが好まれている

デプロイモデル

2020年から引き続き、デプロイモデルとしてはハイブリッドクラウドが好まれています。ただし今年
は、2番人気のパブリッククラウドと比べて2倍近くの票を集めており、大きく差を広げました（ハイブ
リッドクラウドが37.5%に対し、純粋なパブリッククラウドが19.6%）。今年の調査では、ハイブリッ
ドクラウドは「好ましい選択肢」というより、現代のデータエコシステムの中核に企業が必要とする厳
しい現実である、ということが明らかになっています。	

19 .64%

パブリックク	
ラウド

17 .26%

マルチクラウド

16 .07%

プライベート	
クラウド

37 .50%

ハイブリッドク	
ラウド

9 .52%

未定

クラウドデプロイモデル

19 .64%

15 .91%

8 .33%

37 .12%

2021 2022

クラウドデプロイモデル（2021年	vs	2022年）

37 .50%

17 .26%

24 .24%

16 .07%

パブリックク	
ラウド

マルチクラウド プライベート	
クラウド

ハイブリッドク	
ラウド

未定

14 .39%

9 .52%
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5

クラウド導入の成熟度

クラウド導入の成熟度は上昇が続いており、「様子見」が微減、「初級」、「中級」、「上級」が微増
という結果になりました。	

クラウド導入の成熟度
は上昇が続いている

27 .98%

14 .39%

クラウド導入状況（2021年	vs	2022年）

30 .30% 30 .30%

14 .29%

30 .36%

19 .70%

23 .21%

初級

開発/テストの一部でクラウ
ドサービスを利用中

中級

クラウド上で複数のクラウ
ドサービス/ワークロード

を利用中

上級

製造プロセスの複数の用途で
大々的に利用

様子見

まだ計画段階

2021 2022
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クラウドの導入、動機、課題
次の設問グループではクラウドの導入に注目し、			
「クラウドテクノロジーを導入する動機と手段」に関する企業の状況を明らかにします。

クラウドの導入と成功を妨げる主な壁

ほとんどの企業がクラウドテクノロジーに関わり、クラウド化に向けた取り組みの中で成熟度を高めて
いますが、依然として壁は存在します。それどころか壁は現在も非常に高く、「セキュリティ、コンプ
ライアンス、ガバナンス」が引き続き最大の懸念事項となっています（72.2%）。また、2位は「クラ
ウドシステムを管理するスキルの不足」（61.6%）でした。しかし、市場はこの課題に積極的に対応し
ており、資格とスキルを持つ数万人のエンジニアによるクラウドセンターオブエクセレンスのプラクテ
ィスをグローバルなシステムインテグレータが構築しています。この動きは中小企業分野でのクラウド
テクノロジーの導入に後押しされたものです。

クラウドへ初めて移行する際は、決まってセキュリティ、コンプライアンス、ガバナンスに悩まされま
す。オンプレミスシステムとクラウドシステムの全容を広い視野で可視化することを要求される上、
両システムにセキュリティとガバナンスの規約を実装するシームレスな手法が必要となるためです。幸
い、こうしたニーズは論理データファブリックなどの最新の戦略で解決できます。

同様に、初めて移行する際はクラウドシステムの管理も必ず問題となります。とりわけ、データインフ
ラにクラウドシステムを新規追加した場合は、まず上手くいきません。適切な戦略を導入しなければ、
クラウドシステムとオンプレミスシステムをまとめて管理するのは困難です。そして、ここでも論理デ
ータアーキテクチャが有効であり、クラウドシステムとオンプレミスシステムの管理を同時に簡素化で
きます。

	

資格とスキルを持つ数
万人のエンジニアによ
るクラウドセンターオ
ブエクセレンスのプラ
クティスをグローバル
なシステムインテグレ
ータが構築

2

セキュリティ、コンプライアンス、ガバナンス	

クラウド管理スキルの不足

予算とコストの制約

オンプレミスのデータ、アプリと

クラウドの統合

取締役の後援が必要

クラウドのパフォーマンスと信頼性

その他

クラウドの導入と成功を妨げる主な壁

72 .32%

61 .61%

56 .25%

49 .11%

33 .04%

23 .21%

4 .46%
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データ統合、データ管理、デ	
ータアナリティクスでのクラウ

ド利用

4
主な取り	
組み

3
導入、動	
機、課題

2
デプロイ、プロバ
イダー、IT部門

の役割

1
データ駆動型	
企業への壁

5

クラウドテクノロジーを導入する主な動機

課題をよそに企業はクラウドテクノロジーの導入を継続しており、現代化されたインフラの基本要素
となるまでクラウドテクノロジーに固執し、取り組む構えです。避けられない課題はあるものの、ク
ラウドテクノロジーには良く知られたメリットが無数に存在します。たとえば、ビジネスのニーズ次
第で必要に応じてパフォーマンスとストレージを簡単に拡張できることなどです。2022年にワークロ
ードのクラウド移行を後押ししている主なメリットは何なのでしょうか。

企業がクラウドテクノロジーを導入する動機となっている2大メリットは、「オンデマンドのパフォー
マンスと拡張性」（67%）と、「データセンターの管理コストと運用コストの削減」（59.8%）でし
た。この2つが他の理由を大きく引き離しています。

この結果から、企業は現在も「パフォーマンスを高めながらコストを抑える」という基本に魅力を感
じていることが示唆されます。幸い、この2つはクラウドテクノロジーの得意分野です。

パフォーマンスとコス
トがクラウドを導入す
る2大動機

オンデマンドのパフォーマンスと拡張性
	

データセンターの管理コストと
運用コストの削減

セキュリティ、可視性、コンプライアンス、
ガバナンスの改善

災害復旧とバックアップの強化	

ビジネス・IT運用の管理と節約に関するメ
リット	

価値・影響実現までの時間に関するメリット	
（分析の高速化）

その他

クラウドを導入してワークロードを	
移行させる主な動機

66 .96%

59 .82%

45 .54%

43 .75%

42 .86%

40 .18%

0 .89%
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データ統合、データ管理、デ	
ータアナリティクスでのクラウ

ド利用

4
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2
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イダー、IT部門

の役割

1
データ駆動型	
企業への壁

5

企業のクラウド戦略におけるIT部門の役割

2021年の調査では、IT部門の主な役割は「クラウドプロバイダーの選定と移行の計画」でした。そし
て、「増加するクラウドのニーズに応えるため教育を受ける」が僅差で2位でした。今年の調査でもこ
の2つの役割は依然として重要であり、1位と2位を占めていますが、「増加するクラウドのニーズに
応えるため教育を受ける」がクラウドプロバイダーの選定を6.25%上回りトップとなりました。

このデータは、クラウド化への取り組みの中で企業が昨年よりも成熟していることを表します。多く
の企業がプロバイダーの選定を終わらせ、移行を始めているのです。今ではクラウドを最大限活用す
ることが求められており、言い換えれば、重要なユースケースを解決する活動の開始に焦点が移って
います。もはやIT部門は単純労働者ではなく、ビジネスの友としてIT部門、ライン部門、執行部門を
橋渡しする存在なのです。

IT部門はクラウドの導
入を完了させ、企業の
クラウドニーズに応え
るための教育に注力し
ている

IT部門はクラウドのニーズに応えるため
教育を受けている	

クラウドプロバイダーを選定し
クラウドへの移行を計画する

IT部門はクラウドブローカーの役割を果
たしている

SaaSベースのサービスの検討

クラウドプロジェクトを支援するクラウ
ドCoE

その他

クラウド戦略におけるIT部門の役割

31 .25%

25 .00%

15 .18%

13 .39%

13 .39%

1 .79%
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データ統合、データ管理、デ	
ータアナリティクスでのクラウ
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企業はさまざまなユースケースに対応すべくクラウドテクノロジーを導入しています。では、クラウド
テクノロジーを利用して2022年に実行される取り組みは何が主流なのでしょうか。

特に多かった2つの取り組みは、「サービスとしてのソフトウェア（SaaS）の導入」（49.1%）と、「
データウェアハウスとデータレイク」（48.2%）です。

ハイブリッドモデルが普及しているものの、3年連続でSaaSに大きな注目が集まりました。これは、多
くの企業が巨大なオンプレミスアプリケーションから、柔軟性が向上する「軽量な」SaaS型へ重要機
能を移行している可能性を示すものです。今回の調査では、回答者がクラウドベースのデータウェアハ
ウスとデータレイクに2度言及しているようで（2つ目は後述の「クラウドサービスとしての重要データ
アプローチの評価（使用中）」）、「新しいデータを収集するようだが、どこに保存するのか?」とい
う共通のジレンマを感じていることが示唆されます。

	

主なクラウドの取り組み3

SaaSアプリケーショ
ンの導入率が従来から
上昇しており、データ
ストレージとロケーシ
ョンが優先度の面で僅
差の2位となった

SaaSの導入

データウェアハウスとデータレイク

高度なアナリティクスとBI

PaaS、コンテナの導入

IaaSの導入

AI/MLアプリケーションを利用したデータ
サイエンス

クラウドデータベース

サーバーレスコンピューティング

オンプレミスアプリケーションをSaaS
で更新

IPaaSの導入

その他

主なクラウドの取り組み

49 .11%

48 .21%

35 .71%

35 .71%

34 .82%

1 .79%

28 .57%

22 .32%

16 .07%

15 .18%

12 .50%
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好まれるライセンス方式

クラウドテクノロジーには多様なライセンスの選択肢があり、調査結果でも回答者の関心はさまざまで
す。とはいえ、サブスクリプションサービスを提供することが「重要」、「やや重要」、「非常に重
要」、「不可欠」だと90%以上の回答者が感じており、サブスクリプション形式が好まれているのは確
かです。また、重要分野の実装では、簡易で表面的な機能への関心が薄く、長期的に幅広い機能を扱え
る多機能ツールがより多くの関心を集めました。

企業はサブスクリプシ
ョン方式を好むが、購
入前の試用を望む

サブスクリプションライセンス

マネージドサービス

永続ライセンス	+	保守

従量課金

無料トライアル

フリーミアム（制限付き無料版）

クラウドデータ統合、アナリティクス、管理ワークロードに採用し
たいライセンス方式（加重平均）

3 .83

3 .65

3 .48

3 .44

3 .19

3 .09

クラウドベンダーのプログラムの利用状況

シームレスな拡張性、保守費用の不足、柔軟な価格設定など、お馴染みのさまざまな理由で企業はクラ
ウドテクノロジーを導入しています。パンデミックの影響の1つとして、インフラ用ハードウェアの不
足と価格の不安定化の危険が生じました。その結果、多くの大企業が多年度にわたる大規模なクラウド
契約を行い、先行割引を確定させる動きが加速しています。その結果、すべての主要クラウドプロバイ
ダーで受注残が大幅に増加しており、全世界の合計では数千億ドルに達します。これに伴い、企業はク
ラウド契約を最大限活用しようと試みており、サードパーティによるソフトウェアとセキュリティの販
売チャネルとしてのクラウドマーケットプレイスの重要性が増しています。

この状況は、主要クラウドベンダーが提供する多様なインセンティブプログラムから確認できま
す。2022年に企業が利用するプログラムを見ていきましょう。
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最も多くの回答者が利用するプログラムは、迅速な調達を約束するエンタープライズ契約でした
（29.5%）。この手の契約を履行する容易さを考えると、驚くには値しません。興味深いことに、次に
多かった回答は「分からない」（25.9%）でした。上手くPRできていないインセンティブプログラム
が少なくないと考えられます。そして3番目に多かった回答は「確約利用割引」（23.2%）で、「分か
りやすく簡単に利用できるのであれば、ユーザーはインセンティブプログラムを利用するものである」
という行動様式を裏付けるものです。	

迅速な調達のための
エンタープライズ契約

わからない/適用外

確約利用割引

クラウドマーケットプレイスを通じたプラ
イベートオファー

コスト管理を目的とした
リザーブドインスタンス/スポットイン

スタンス

その他

クラウドベンダーのプログラムの最新利用状況

29 .46%

25 .89%

23 .21%

13 .39%

6 .25%

1 .79%

企業がクラウドを導入
する方法としては、エ
ンタープライズ契約と
確約利用割引が最も
一般的
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設問の4番目のセクションでは、データ統合、データ管理、データアナリティクスに着目し、企業によ
る実際のクラウド利用状況を調査しました。

クラウド/オンプレミスの併用

上の「調査対象の企業について」セクションで述べたように、本調査では3年連続でハイブリッドクラ
ウドモデル（クラウドとオンプレミスの両方にデータを保管するモデル）が最も好まれるデプロイモ
デルとなっています。

大部分の企業がクラウドデータソースの重要性の高まりを認識している一方で、調査対象企業の多く
（38.84%）が今後しばらくはオンプレミスデータソースとクラウドデータソースを併用すると明言
している点は注目に値します。近日中に全データをクラウドへ移行する予定の企業は8.74%しか存在
しません。

データ統合、データ管理、データアナリテ
ィクスでのクラウド利用4

さまざまなクラウドと
オンプレミスにデータ
を分散させる傾向が強
まっている

21 .36%
17 .48%

52 .43%

データソースの過半数
（50%超）がオンプレミス
だが、クラウドベースのデ
ータソースの利用も急増し

ている

8 .74%

現在クラウドベースのデータソースを利用しているか、今後利用を
計画している回答者の割合

オンプレミスとクラウドのデ
ータソースを50%ずつ使用
しており、今後しばらく併用

を続ける

データソースの過半数
（50%超）がクラウドベー
スで増加傾向にあるが、全デ
ータソースをクラウドへ移行

するつもりはない

今後18～36か月ですべて
のデータをクラウドへ移行

する計画
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データウェアハウスやその他のデータリポジトリの数

企業は大規模なリポジトリを複数デプロイする傾向があります。リポジトリの種類としては、データ
ウェアハウス、データマート、運用データストア、データレイク、データレイクハウスなどが存在し
ます。

複数のリポジトリをデプロイする理由は、すべてのリポジトリが同じではなく、それぞれに特有のユ
ースケースが存在することを企業が認知しているためです。また、クラウドの導入も大きな追い風と
なっています。

大半（44.7%）の企業は1～5個のリポジトリを利用する比較的小規模なインフラを運用しています。
また、大量のリポジトリを管理する企業としては、6～10個のリポジトリが最多で26.2%存在しま
す。興味深いことに、次に多かったのは20個超のリポジトリを管理しているという回答で（13.6%）
、11～15個や16～20個の企業を上回りました。

この結果から、大半の企業は少数のリポジトリで満足しているものの、非常に多くのリポジトリから
成る多様性の高いインフラを採用する企業もほぼ同数存在することがわかりました。			

回答者の55.34%が6
個以上の運用データリ
ポジトリを使用

26 .21%

6～10

9 .71%

11～15

5 .83%

16～20

44 .66%

1

13 .59%

20

データリポジトリ数
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企業リポジトリのデプロイ先 

クラウド/オンプレミスの併用に関する設問の回答データから、59.2%の回答者がクラウドシステムと
オンプレミスを何らかの形で併用するシステムを利用していることが判明しています。このうち、デ
ータの大部分をプライベートデータセンターに保管し、少数をクラウドに保管している企業が32%、
オンプレミスとクラウドのリポジトリを50%ずつ使用している企業が27.2%でした。

回答者の圧倒的多数（86.4%）がクラウドシステムを利用しているか、利用を計画しています。全デ
ータをプライベートデータセンターに保管しているのは13.6%にすぎません。

			

一部またはすべてのデ
ータリポジトリがクラ
ウド上に存在する企業
が86.4%

大部分はプライベートデータセンターを利
用しており、一部はクラウド上にホスティ

ングしている

プライベートデータセンターとクラウドが
50%ずつ

すべてクラウド上でホスティング

すべてプライベートデータセンターに
保管している

DW/DM/ODS/DL/DLHの大部分をプライ
ベートデータセンターから

クラウドへ移行中

リポジトリのデプロイ先（計画を含む）

32 .04%

27 .18%

16 .50%

13 .59%

10 .68%

検出、アクセス、分析できないデータの量

時にデータサイエンティストはデータの分析よりもデータの検出、アクセス、準備に多くの時間を費
やすことが知られています。さらに、クラウドを導入した結果、データの大部分にアクセスし分析で
きない状況が生じているのです。
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62.14%の企業がデー
タの半数以上を利用で
きないと回答

検出・アクセス・	
分析が不可能なデータの割合

43 .69%

21 .36%
18 .45%

企業データの75%以上

16 .50%

企業データの50%以上 企業データの50%未満 企業データの25%未満

調査によると、クラウドテクノロジーの導入後、半数以上のデータを検出、アクセス、分析できなく
なった回答者が43.7%に達します。利用できないデータが25%未満との回答は16.5%だけでした。	
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データ駆動型企業への道のりが簡単でも単純でもないことに企業は気づき始めています。この課題を数
タップで解決してくれるようなアプリは存在しません。クラウドを取り入れている企業では、すでにデ
ータの考慮事項を活用しています。しかし、データに対するビジネス関係者と技術関係者の意識を統一
し、データを単なるコア資産としてだけでなく、企業DN	 Aの基礎として見る共通理解を得ること
には苦労しています。2022年の調査に参加した企業がデータ駆動型企業に向けてどのような課題を挙
げたかを見ていきましょう。

「データ統合、データアクセス性、異なるデータ形式への対応に関する複雑さ」が他を引き離してトッ
プの回答となりました（78.6%）。また、「生データから知見を得る分析スキルとリソースの不足」も
頻繁に言及されています（62.1%）。

明らかに、データ駆動型企業になるには、データ形式に関係なくデータ統合とデータアクセスを行う能
力に加えて、データを活用して目標を達成し目立った変化を起こす能力が必要です。幸い、最新のデー
タ管理ソリューションを利用すれば、こうした課題を簡単に乗り越えられます。

データ駆動型企業への壁5

企業はデータ統合の複
雑さと、分析スキルの
不足に苦しんでいる

データ統合、データアクセス性、データ形
式の複雑さ

生データから知見を得る分析スキルとリソ
ースの不足

プロジェクトの資金・予算を獲得するため
のビジネスケースの作成

事業部門・部署間の協力体制と	
データ共有の問題

経営幹部による
後援・サポートの不足

クラウドデータ駆動型企業への変革に向け	
た最大の課題

78 .64%

62 .14%

55 .34%

53 .40%

50 .49%
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クラウドサービスとしてのデータアプローチの評価 

企業や個々の利害関係者は、多様なユースケースに役立つ手段としてのクラウドに魅力を感じていま
す。この項目では、データメッシュ、エッジ、機械学習などの重要ユースケースのうち、どれを「不
可欠」や「非常に重要」と見なしているかや、現在どのユースケースを使用しているかを調査しまし
た。

現在最も多く使用されているユースケースは「レポートとダッシュボード」と「クラウドデータウェ
アハウス」でした。しかし、データ仮想化、データ準備、データ品質、データブレンドへの将来的な
シフトも確認できます。

この2つのユースケースは、クラウド化への取り組みに関する多くの企業の状況を如実に反映していま
す。1つ目のユースケースは、社内のビジネス関係者がデータを上手く活用する準備が整ったことを示
すものです。また、2つ目のユースケースからは、企業がロバストなクラウドベースのリポジトリを利
用してクラウドシステムの最大限の活用を計画していることが分かります。

レポートとダッシュボード

データ準備、データ品質、データブレンド

データカタログ/データディスカバリー/データガ
バナンス&プライバシー

セルフサービスBIとアドホック分析

クラウドデータウェアハウス/データレイク
データレイクハウス

データ仮想化

イベント/ストリーミングデータの統合

データキャプチャとデータ複製の変更

機械学習、データマイニング、高度なアルゴリズ
ム、予測的アナリティクス

ETL/ELT

データファブリック

エッジ、IoTアナリティクス

データメッシュとDataOps

データ管理、統合、アナリティクスワークロードの	
アプローチ

現在・将来ともレポー
トとダッシュボードが
依然として最大のユー
スケースだが、データ
仮想化、データ準備、
データ品質、データブ
レンドへのシフトも起
こりうる

計画 現在

100%80%70%60%50%40%30%20%10% 90%
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クラウドのデータ統合、データ管理、アナリティクスにおける可用性
の重要性  

私たちはリアルタイムな世界を生きています。そのため、クラウドのデータ統合、データ管理、デー
タアナリティクスに関して可用性は単に「あれば良い」ものではなく、不可欠か非常に重要な存在で
あることを知っても驚きはしないでしょう。この原則はどんな構成でも当てはまり、それどころか不
変的な真実のように思えます。データ関係者は可用性を今すぐ必要としており、ない場合はできるだ
け早く実現するべきです。

3 .48
3 .713 .66

パブリッククラウド

3 .41

クラウドサービスとしてのデータ統合、データ管理、データアナリ
ティクスの重要性（加重平均）

プライベートクラウド ハイブリッドクラウド マルチクラウド

データ統合、データ管理、データアナリティクスでのクラウド利用計
画 

思い出してください。上記の「検出、アクセス、分析できないデータの量」の設問では、クラウドテ
クノロジーの導入後にデータの半数以上を検出、アクセス、分析できなくなった企業が多数存在しま
した。したがって、ほとんど（93%）の企業がクラウドベースのデータ統合、データ管理、データア
ナリティクスを使用中、評価中、検討中と回答しているのは当然のことです。

データ仮想化や論理データファブリックといった強力なテクノロジーを利用すれば、オンプレミスシ
ステムとクラウドシステムの双方を対象としたリアルタイムかつシームレスなアクセスを実現できま
す。

46 .60%

29 .13%

6 .80%

利用計画はまったくない

17 .48%

データ統合、アナリティクス、管理ワークロードでのクラウドの利
用状況/利用計画

利用する可能性がある 現在評価中 現在利用中
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ド利用

4
主な取り	
組み

3
導入、動	
機、課題

2
デプロイ、プロバ
イダー、IT部門

の役割

1
データ駆動型	
企業への壁

5

クラウドのデータ統合、データアナリティクス、データ管理ソリュー
ションに最も求める機能  

上の設問で、クラウドを採用した企業がクラウドベースのデータ統合、データ管理、データアナリス
ティクスソリューションの活用に大きな関心を持つ段階に達していることを見てきました。

では、そうしたソリューションに何を期待し、どのような機能を最も求めているのでしょうか。この
設問では幅広い最新機能を提示し、希望する機能を尋ねました。データメッシュのサポート、データ
ファブリックアーキテクチャ、ハイブリッドデータ統合のサポートなどがその例です。

その結果、最も期待されている2大機能は、「非構造化データのサポート」（60.2%が「不可欠」ま
たは「非常に重要」と回答）と、「ハイブリッドデータ統合のサポート」（57.3%が「不可欠」また
は「非常に重要」と回答）となりました。また、回答者の93%がマイクロサービスアーキテクチャの
重要性を認めています。同様に、回答者の93%がストリーミングデータのサポートを「重要」、「や
や重要」、「非常に重要」、「不可欠」だと感じています。回答者が強く求めている他の機能として
は、コンテナのサポート、サーバレスデプロイ、Kubernetes、データファブリックアーキテクチャが
挙げられます。

非構造化データとハイ
ブリッドデータ統合の
サポートが、調査対象
者にとっての成功の鍵

非構造化データのサポート（ファイル、Webペー
ジ、CSV、Excel、PDFなど）

ハイブリッドデータ統合のサポート
（例:	データ仮想化	+	ETLデータパイプライン)

コンテナのサポート

ストリーミングデータのサポート
（例:	Kafka、Spark、Stream、Flinkなど)

マルチテナンシーのサポート

サーバレスのサポート

Kubernetesのサポート

データファブリックアーキテクチャのサポート

マイクロサービスアーキテクチャ

データメッシュ/DataOpsプロセスのサポート

クラウドのデータ統合、データアナリティクス、データ管理ソリュー
ションを評価する際に最も求める機能（加重平均）

3 .71

3 .68

3 .49

3 .46

3 .45

3 .31

3 .42

3 .4

3 .39

3 .37
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調査手法
Denodoグローバルクラウド調査2022では、3つの主要国際地域（北米、ヨーロッパ・中東・アフリカ、アジア太平洋）で
150社以上の利害関係者を調査しています。バックグラウンドも役職もさまざまなデータとクラウドの専門家が参加し、各自
の知見を提供しました。Denodoグローバルクラウド調査2022の結果からは、クラウド化に向けた取り組みの中での各企業
の立ち位置が明らかになっています。本調査は2022年3月にオンラインで実施したものです。

回答者の属性

地域別回答者

35 .71%

9 .52%

4 .17%

48 .21%

1 .79%

北米（米国・カナダ）

アジア太平洋
（日本と中華圏を除く)

ヨーロッパ・中東・アフリカ

ラテンアメリカ

日本

中華圏
（台湾を含む中国地域)

産業別回答者

ソフトウェア/IT

金融サービス

ヘルスケア

製造

教育/高等教育

その他

技術サービス

保険

エネルギー

公共部門

小売り	

運輸

通信

ビジネスサービス

メディア・出版

ライフサイエンス

ゲーム/エンターテイメント

自動車/航空宇宙

23 .21%

11 .31%

10 .12%

7 .14%

6 .55%

6 .55%

5 .95%

4 .17%

3 .57%

3 .57%

3 .57%

2 .98%

2 .98%

1 .19%

1 .19%

1 .19%

1 .19%

3 .57%

0 .60%

役職別回答者

その他

データウェアハウスアーキテクト

経営幹部

クラウドアーキテクト

クラウドIT運用/DevOps

ビジネスインテリジェンスアナ
リスト

データエンジニア

ソフトウェア開発エンジニア

ビジネスアナリスト

上級アナリスト/機械学習アー
キテクト

ライン部門リーダー	（マーケティ
ング/人事部/業務部など）

データサイエンティスト

BI/ETL開発者

クラウドソフトウェアエンジニ
ア/開発者

プリセールス/ポストセールスエ
ンジニア

16 .67%

14 .29%

11 .31%

10 .71%

8 .93%

6 .55%

5 .36%

4 .76%

4 .17%

3 .57%

3 .57%

2 .98%

2 .38%

2 .38%

2 .38%
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Denodo Platformの概要

Denodo	Platformは論理データファブリック、データメッシュ、データハブの構築に必要な全機能を提供す
る、データ仮想化を活用した業界唯一のデータ統合・管理プラットフォームです。提供できる機能としては、企
業にデータを迅速に公開する共通セマンティックレイヤー機能、セマンティック検索と全社的なデータガバナン
スを目的とした動的データカタログ機能、機械学習を利用した業界最先端のクエリアクセラレーション機能、マ
ルチクラウドシナリオとハイブリッドクラウドシナリオに対応した自動インフラ管理機能、組み込みのデータ準
備機能が挙げられます。こうした機能を通じて、セルフサービス分析、知見獲得の迅速化、プライバシーとコン
プライアンスの改善、データ管理プロセスの自動化推進、ベンダーロックインの回避を達成できるのです。	

Denodo Platformの利点 

最大 65% 
ETLより高速

最大 67% 
データの準備時間を削減	

6か月未満  
回収期間

Denodo Platformのサブスクリプション

Denodo	Platformでは、お客様のデータ統合とデータ管理のニーズに最適な4段
階のサブスクリプションレベルを用意しております。	

データ統合

データ管理

データファブリック

データカタログ

AI/ML 
高度なセマンティック

DENODO
STANDARDS

DENODO
ENTERPRISEE

DENODO
ENTERPRISE PLUSE+

DENODO
PROFESSIONALP

E+

E

S

P

DENODO ENTERPRISE PLUS 
全社的な導入のため自動化機能、コ
ラボレーション機能、高度なセキュ
リティ機能をさらに強化	
	

DENODO ENTERPRISE 
複数のユースケースとグループを対
象とし、大量のデータを扱う全社的
な導入向け	

DENODO STANDARD 
部門レベルの複数のユースケース
に対応	

DENODO PROFESSIONAL 
小規模な部門レベルのプロジェク
ト向け



無料トライアルを開始

AWS、Microsoft Azure、Google 
Cloud Platformのマーケットプレイスか
ら、Denodo Professionalの30日間無料トラ
イアルをご利用いただけます

https://www.denodo.com/en/denodo-platform/free-trials


スポンサーについて

Wipro	Limited（NYSE:	WIT、BSE:	507685、NSE:	WIPRO）は情報テクノロジーサービス、コンサルティングサー
ビス、ビジネスプロセスサービスを提供する大手グローバル企業です。コグニティブコンピューティング、ハイパーオ
ートメーション、ロボット工学、クラウド、アナリティクスなどの最新テクノロジーの力を活用し、デジタル世界への
顧客の適応と成功を支援します。包括的なサービスポートフォリオ、サステナビリティへの大きな貢献、優れた企業市
民活動で世界的に認知されており、240,000名のひたむきな従業員が6大陸で顧客に貢献しています。共にアイデアを
見出し、点と点をつなぎ、より良い未来を築いていきます。

Tech	Mahindraは顧客中心のイノベーティブなデジタルエクスペリエンスを提供し、企業、仲間、社会の成長を実現し
ます。同社は90か国で151,100名以上のプロフェッショナルを擁し、60億ドルの売上高を誇る企業であり、Fortune	
500企業を含む1,224社のグローバル企業を支援しています。また、5G、ブロックチェーン、量子コンピューティン
グ、サイバーセキュリティ、人工知能といった次世代テクノロジーの活用に加え、グローバル顧客を対象としたエンド
ツーエンドのデジタル変革の実現に注力しています。「ブランド力」評価では、世界の7大ITブランドの中で最も急速
に成長しているブランドと認められました。NXT.NOWTMフレームワークを通じ、エコシステムの「人間中心エクスペ
リエンス」の強化と、強固な企業ポートフォリオから生じるシナジーを活用したコラボレーションによる破壊的変革の
推進を目指していきます。

HCL	Technologiesは、デジタル時代に向けた企業のビジネス刷新を支援する次世代グローバルテクノロジー企業です。
同社のテクノロジー製品、サービス、エンジニアリングは40年にわたるイノベーションに加えて、世界に誇る経営理
念、強固なイノベーション文化、カスタマーリレーションシップへの飽くなき追及を土台としています。Mode	1-2-3
戦略を通じ、数ある分野の中からデジタル、IoT、クラウド、自動化、サイバーセキュリティ、アナリティクス、イン
フラ管理、エンジニアリングサービスを中心に構築された製品、ソリューション、サービス、IPの統合ポートフォリオ
を提供します。HCLは世界に展開したR&D、イノベーションラボ、配送センターのネットワークと、52か国209,000名
の「アイデアプレナー」の力で、Fortune	500企業250社とGlobal	2000企業650社を含む重要産業の大手企業を支援し
ています。



Denodoは、データ管理分野をリードする企業です。数々の受賞歴を誇るDenodo	Platformは論理アプローチを採用した先進的なデータ統

合、データ管理、データ配信プラットフォームであり、セルフサービスBI、高度なアナリティクス、ハイブリッド/マルチクラウド統合、エ

ンタープライズデータサービスを実現します。Denodoのお客様には30以上の業種の大企業とミドルマーケット企業が含まれ、400%以上の

ROIと数百万ドルの効果を達成し、6か月未満で投資を回収しています。	

	

Webサイト		www .denodo .com/ja   |  メール	 info@denodo .com  | コミュニティ community .denodo .com

http://community.denodo.com
https://www.facebook.com/denodo/
https://www.youtube.com/channel/UCmx2VAVtLxKL2qWigZk5xVA
https://twitter.com/denodo
https://www.slideshare.net/denodo
https://www.linkedin.com/company/denodo-technologies/
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